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市政だより

~屯窓口国包§
皆さん 大村公園の¥¥フジu をご存知ですか

-人口の動き
(前月比〉

人口(男) 33，212 -278 
(女) 36，166 -177 
(計) 69，378 -455 

世帯数 20，527 - 37 
4月4日現在

ZJ 
~大村公園~

4月の桜 5月のツツジ 6月の花ショウブと 名物の花ガ美しく咲きほこる中

5月上旬に清そな花姿を見せる フジの花ガ今 静かな人気を呼んでいます

フジだなの下で語り合う彼女たちの話題は 旅行-一 食べ物・ ・ それとも恋人の話…ガな
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(2) 勺むおお二二昭和61年 5月1日------------------------ ご------------------------------"市政だより

大土戸川にこいのぼり

@lIfjfg{E a ~ (j)aJ$) ~ 
子どもたちから親しまれる川に一一 の願いを込めて

大」二戸川をきれいにする会 ，町、... 

H

ま
ζ
も
だ
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
¥
二
シ
キ
ゴ
イ
、ガ
住
む
川

へ
の
愛
着
を
深
め
て
も
ら
お
う

Hl
!と
¥
大
上
戸
川
の
杢
呈
川
橋
と

長
久
寺
橋
際
に
¥
パ
1
5
0匹
の
こ
い
の
ぼ
り
、
ガ
泳
ぎ
¥
道
行
く
人
た

ち
の
白
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
行
事
は
、
大
上
戸
川
を
、
き
れ

い
に
す
る
会
(
下
山
達
雄
会
長
、
水

主
町
な
ど
刊
町
内
会
で
組
織
)
の
啓

発
運
動
の
一
つ
と
し
て
実
施
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。
地
域
の
人
た
ち
に

大
上
戸
川
へ

の
愛
着
を
深
め
て
も
ら

お
う
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

，町、圃，

f、

ぐ)

(本堂川橋で)

こ
い

の
ほ
り
は
、
各
家
庭
か
ら
不

用
に
な
っ
た
も
の
を
提
供
し
て
も
ら

い
、
ロ
ー
プ
に
真
ご
い
や
緋
ご
い
を

掛
け
、
両
岸
の
木
な
ど
に
張
り
渡
し

た
も
の
で
、
ゆ
ら
ゆ
ら
泳
ぐ
こ
い
の

ぼ
り
ゃ
、
川
面
に
映
る
こ
い
の
ぼ
り

に
、
所
一
所
の
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
。

こ
い
の
ぼ
り
は
、

5
月
5
日
ま
で
揚

げ
ら
れ
る
予
定
で
す
。

大
上
戸
川
に
は
、
日
年
前
か
ら
ニ

シ
、
ー
マ
ゴ
イ
が
放
流
さ
れ
、
現
在
、
慌

の
下
な
ど
に
約
1
万
匹
が
泳
ぎ
、
み

ん
な
の
心
を
和
ま
せ
て
い
ま
す
。

大
上
戸
川
を
き
れ
い
に
す
る
会
の

下
山
会
長
は

寸
ニ
シ
キ
ゴ
イ
は
大
上

戸
川
の
ン
ン
ボ
ル
で
す
。

コ
イ
を
通

し
て
子
ど
も
た
ち
の
自
然
に
対
す
る

関
心
歩
工
品
め
、

ひ
い
て
は
親
た
ち
の

き
れ
い
に
す
る
会
の
運
動
へ
の
参
加

意
識
を
引
き
出
し
、
大
上
戸
川
を
き

れ
い

に
し
て

い
き
た

い
。
ま
た
、
私

た
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な
恩
恵
を
与
え
て

く
れ
る
ρ

自
然
ぺ
を
大
切
に
し
、
子

や
孫
へ
伝
え
る
の
が
、
私
た
ち
の
役

目
で
す
c

来
年
は
、
流
域
の
六

つ
の

橋
全
部
に
こ
い
の
ぼ
り
を
ぬ
げ
、
こ

の
行
事
を
定
着
さ
せ
た
い
で
す
ね
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ニ
シ
、
ー
マ
ゴ
イ
が
泳
ぐ
大

上
戸
川
の
提
防
を
、
家
族
そ
ろ

っ
て

ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
散
歩
な
ど
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
何
か
、
新
し
い
発
見
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

道しるべアイ・ラブ・タウンの

現
況
届
を
出
し
て
く
だ
さ
い

f
J
5

月
引
日
ま
で
で
す
f
}

障
害
年
金
、
母
子

(準
母
子
)
年

停
止
さ
れ
た
り
、
遅
れ
た
り
し
ま
す

金
、
遺
児
年
金
、
寡
婦
年
金
を
受
け

の
で
必
ず
期
日
ま
で
に
提
出
し
て
く

て
い
る
人
は
、
毎
年
5
月
白
日
ま
で

だ

き

い

。

に
寸
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば

提
出
・
問
い
合
わ
せ

な
り
ま
せ
ん
。

保
険
年
金
課
年
金
係

こ
の
現
況
椙
は
、
あ
な
た
や
家
族

の
状
態
な
ど
に
変
化
が
な
い
か
を
確

認
し
、
引
き
続
き
年
金
が
受
け
ら
れ

る
か
ど
っ
か
を
確
認
す
る
大
切
な
届

け
で
す
。
も
し
、
提
出
歩
」
忘
れ
た
り
、

遅
れ
た
り
す
る
と
、
年
金
の
支
給
が

L 

※下水道
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⑨ 

⑨ 

⑧ 

む

皆
さ
ん
に
は
、
毎
月
発
行
の
市
政

だ
よ
り
で
「
人
口
の
動
き
」
を
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
刊
年
間

(
昭
和
臼
年
4
月
1
臼
年
4
月
)
に

お
け
る
人
口
の
伸
び
は
、
目
を
見
は

る
も
の
が
あ
り
、
実
に
7
5
4
4
人

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
推
移
か
ら
、
今
年
中

に
は
、
人
口

7
万
人
に
達
す
る
の
で

は
な
い
か
と
予
測
き
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
皆
き
ん
に
ク
イ
ズ
に
挑

戦
し
て
い
た
だ
き

「
7
万
人
達
成
が

い
つ
な
の
か
し
を
当
て
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
正
解
者
に
は
す

ば
ら
し
い
賞
品
を
準
備
し
て
い
ま
す

の
で
、
ど
し
ど
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
で
き
る
人

市
内
に
住
ん
で
い

る
人
に
限
り
ま
す
。

応
募
方
法

官
製
ハ
方
キ
に
、
解
答

(
昭
和

O
年

O
月

O
日
)
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
(
学
校
名
)
、

電
話
番
号
を
書
い
て
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

※
解
答
は
ハ
ガ
キ
1
枚
に
一
つ
書

い
て
く
だ
さ
い
。

あ
て
先
一

Tm大
村
市
玖
品
郷
お
番

地
、
大
村
市
企
画
部
広
報
公
聴
課

応
募
期
限

5
月
訂
日
出
、
当
日
消

印
有
効

賞

当
選
者

(1
人
)
、
準
当
選
者

(
4
人
)

※
正
解
者
多
数
の
場
合
は
、

ん
と
し
ま
す
。

お

参考 (1)

4月 1日現在の人口の推移

年 人口(刈

昭和 52年 61，834 

11 5 3年 62，918 

" 5 4年 64.418 

" 5 5年 65，130 

1/ 5 6年 65，612 

1/ 5 7年 66，455 

" 5 8年 67，404 

" 5 9年 68，153 

" 6 0年 68，536 

" 6 1年 69，378 

お市政だより(3) 

抽
せ

参考 (2)

過去 1年間の人口の推移

月 日 人 口 (刈

昭和60年 4月 1日 68.536 
/1 5月 1日 69，021 
/1 6月 1日 69，096 
/1 7月 1日 69，144 
/1 8月 1日 69，181 
/1 9月 1日 69，328 
/1 10月 1日 69，375 
/1 11月 1日 69.391 

" 12月 1日 69，548 

昭和61年 1月 1日 69，758 
/1 2月 1日 69.826 

" 3月 1日 69，833 

" 4月 1日 69，378 

※毎年、 4月1日現在は、進学や

就職、転勤などのため、一時的

に人口が減りますが、 5月から

徐々に回復します。

え呼が出うれ昇あ香ロ がこわいのす物るめ 風りなわよ
ば び 、 か カ : る 中 り り|香あのやわフ 。質、て最のま言やがく
、こ都け υ 最で、(ラ水るフかれ イ とがフい近主す葉かせん
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ひ す と も て 映 に に ト 、り せ も る風多ろそと発人 。ゃう同初若
と O 薫の郊であ人 ) 木(ん 関のがいはうい散気 やのじ夏葉
った風で外しこ気がのフね係はきとこでうさを 強がよ の を
ととをすによが上 O 、 ・・--・ f.L集 い あ う き そ

‘歳時記砂嚢風
童え .. _._，，....・・ の 1) ひ 中ななし

とた何うす間 η がにるさ年週日まとさにくどて
はいかい 題受、恵とれで間 」 すってと、は
18もにちこが験最ま、てすがか O に 、リさ見ブ
歳のつどの児戦近れ今いが発ら 5 、風こわたロ
未でい真週童争はて日た、足 1月児薫むや目ツ
満すての間を Ii いいのそ食し週 5童るこかにク
を 二 、児を悩なじま児の糧た間日福五とな美塀
いちみ童機まどめす童当不のでの祉 月 が薫しの
いなん福会せあ聞 は時足はす「週りで風い生
まみな祉 にてら 題 と ま に に 昭 子間イ丁きをだ垣
すにでと 、 い た や こ こ 比 悩和こどが事ま家け化
)児考はもまな、ろとべま 22のもあのすので U

※石けんに

大
村
駐
屯
地
よ
り

日
号大
の村
市駐
政屯
だ I也 ー
よ運 わ
り動 ・F

、を

ひ

お

4
月
日

4
月
却
日

実
施
と
誤
報
し
て
い
た
た
め
、
多
く

の
皆
き
ん
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

い
た
し
ま
し
た
。
謹
ん
で
お
わ
び
申

し
上
げ
ま
す
。

大
村
駐
屯
地
広
報
班

えびす顔変えて魚も



(4) 勺む

北
川
次
郎
兵
衛
の
墓
(
古
賀
島
町
)

市
文
化
野
じ
指
定

藩
政
に
貢
献
し
た
。
次
郎
兵
衛
は
、

大
村
に
移
っ
て
か
ら
は
、
松
田
道
獣

と
号
し
て
け
た
が
、
明
一
瞥
2
年

(1

教
育
委
員
会
は
、
古
賀
島
町
に
あ

る
北
川
次
郎
兵
衛
(
松
田
道
獣
)
の

墓
を
市
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。

次
郎
兵
衛
は
、
河
内
(
大
阪
府
の

東
部
)
の
出
身
。
伊
達
政
宗
に
仕
え

た
後
、
豊
臣
秀
頼
の
臣
下
と
な
っ
た

が
、
大
阪
城
落
城
の
後
、
元
和
2
年

(
1
6
1
6
年
)
大
村
家
へ
預
け
ら

れ
た
。
大
村
で
は
、
現
在
の
古
賀
島

町
に
住
み
、
住
民
と
と
も
に

ω年
間

に
わ
た
っ
て
、
一
帯
を
開
墾
、
古
賀

崎
の
港
を
築
く
な
ど
の
功
績
を
残
し

おおご 昭和61年 5月 1日:二二:三三三二二二_._------------.-----三三------二二二 市政だより

田植え賃金などが
決まりました

6
5
6
年
)
に
病
死
し
た
。

墓
は
、
高
き
2
・M
四
メ
ー
ト
ル
の

凝
灰
岩
製
で
、
周
り
に
は
一
族
の
墓

も
あ
り
ま
す
。

北
川
次
郎
兵
衛
の
墓
を
市
文
化
財

に
し
た
こ
と
に
よ
り
、
市
内
の
園
、

県
、
市
指
定
文
化
財
は
計
必
件
。
、っ

ち
史
跡
文
化
財
は
却
件
に
な
り
ま
す
。

作 業 ~Jj 早 位 標準金額

田植え 食事っき 1 日当リ 4，000円

(男女とも) 食事なし 11 4，500円

田植え機械による田植え
6，000円

10アール当 1)

6，500円

春田起こし
6，000円

11 

賃耕料
6，500円

4，500円
植代かき 11 

5，000円

パインター 11 6，000円
麦えIj

コンバイン i 11 8，000円

上記は標準ですので、 立地条件によ って、多少の

違いカ、あります。

問い合わせ 農業委員会

司
自
己
申
ゆ

a
a

的

ω
旬
窃
ヨ
ヨ
口
市
叫

a

中
小
企
業
の
技
術
開
発
具
器
具
費
、
工
業
所
有
権
導
入
費
、

を
促
進
し
、
技
術
改
善
を
外
注
加
工
費
、
技
術
指
導
費

図
る
た
め
、
地
域
産
業
の
※
研
究
開
発
型
中
小
企
業
の
研
究

振
興
に
寄
与
す
る
新
製
品
、
開
発
に
つ

い
て
は
人
件
費
も
含

新

技

術

の

開

発

を

行

う

中

ま

れ
ま
す
。

小
企
業
ま
た
は
、
中
小
企
業
者
の
法
補
助
率

対
象
経
費
の

3
分
の

2
以

入
団
体
で
、
「
長
崎
県
中
小
企
業
技
内

術
改
善
費
補
助
金
」
の
交
付
を
受
け

補
助
額

1
件
1
0
0
万
1
5
0
0

る

企

業

を

募

集

中

で

す

。

万

円

以

内

補
助
対
象
経
費

※
研
究
開
発
型
企
業
分
、

1
0
0

新

製

品

、

新

技

術

の

開

発

に

要

す

万

1
7
0
0
万
円
以
内

る
経
費
の
っ
ち
、
原
材
料
費
、
構

申
込
期
限

5
月
初
日

ω

築
物
の
購
入
費
、
機
械
装
置
、
工

申
し
込
み

県
工
業
試
験
場
(
干
脱

ご存知で・寧か

皆
き
ん
の
生
活
の
中
で
、

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
、
こ

ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

O
テ
キ
パ
キ
や
っ
て
も
ら
え

九
品
い

o
処
理
に
納
得
で
き
な
い

O
手
続
き
か
ど
う
し
て
よ
い

か
わ
か
ら
な
い

O

こ
う
し
て
欲
し
い

こ
の
よ
う
な
行
政
に
対
す

る
苦
情
や
疑
問
が
生
じ
た
と

き
は
、
長
崎
行
政
監
察
事
務

所
(
長
崎
市
岩
川
町
、

宮
長

崎
⑬
1
1
0
0
)
ま
た
は
、

行
政
相
談
委
員
に
ご
相
談
く

春の行政相談週闘
5月刊日"""17日

く
だ
さ
い
。

相
談
を
受
け
る
と
、
公
正

な
第
三
者
の
立
場
か
ら
、
関

係
機
関
に
対
し
、
適
切
な
処

置
を
、
つ
な
か
し
た
り
し
て
、

相
談
を
解
決
し
て
い
き
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

行
政
相
談
委
員

(
敬
称
略
)

江
口
善
芳
皆
同
郷
5
2
6

宮
(⑪

2
6
5
0

東
本
町
2
7
9

8
@
2
6
5
3
 

三
城
町
6
2
2

2
@

0
1
5
5
 

合⑮9658(慈恵荘内、

北
野
松
代

いつでも受け付けます)

松
本
健
次

長
崎
市
文
教
町
2
1
5
、
宮
長
崎

⑬
1
2
3
7
)
、
県
窯
業
試
験
場

(干抑
制
!
幻
波
佐
見
町
井
石
郷
2

2
4
0
、
告
波
佐
見
3
1
4
0
)

問
い
合
わ
せ

県
経
済
部
技
術
振
興

室

(
干
削
長
崎
市
江
戸
町
2
1
日、

宮
長
崎
③
2
9
0
9
)
、
各
試
験

場

※ボケ老人介護相談電話室
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赤佐古線開通式(杯、田の平橋バス停)

県営パスの赤佐古線ガ開通し¥田の平橋バス停で地元の

人だちガ参加して、開通式ガ行われましだσ

大村市保育会ガ設立(%、コミュニティセンター)

乳切|見保育にたずさわる¥公立保育所5か所、私立

保育園16園ガ¥よりよい保育の在り方を探ろうと¥

大村市保育会を設立。コミュニティセンターで保田

さんら 230人ガ出席して設立総会ガ開かれましだ。

ありがとう木工業組合の皆さん(%、市内保育所)

大村市木工業組合の皆さんガ¥公立保育所の補修工

事奉仕を行いましだ。

先祖の苦闘をしのんで記会碑を
建立(%、古賀島町集会所前)
日島原藩士ガ大村市森園郷(現¥
百費島町〉に入植してから100年

目を迎え¥子孫の人だちが記念

式典を行いまし疋。

tS~事@華@割弱帯構帯構蜘帯構申蜘申申蜘噛駒噛帯構噛轡蜘帯構頃駒場~

j gを向は う身近Cよい昂興産昂 s ふ

第1/flJ長崎県産婦まつり ; 
5月ア日(水)-...12日(月) 大村浜屋6階 3 

大自然に育くまれ疋¥長崎県ならではの¥新鮮で良質な農脈¥水産 警

資源を生かしだ¥優れだ特産自の展示即売会です。 五

色善寺J申噺蜘申事唖担事噺申申蜘蜘噛嚇動船時 りゆゆ帯噛帯市鵠§噺 和幸 域 事 蜘 蜘 帯 申帯構蜘錫間帯蜘 申 蜘 噛 蜘 噛 蜘 噛 申 錦@蜘J

※子育て電話相談室 8⑮4070 (諏訪保育園内、月曜日 ~土曜 日、午前10時~午後 5時)
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忽
〈
し

の
ひ
る
賦

求
人
の
皆
さ
ん
へ

自
由
司

付吋司

a
a匂

ふ
判
明
叫

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
高
齢

者
の
職
業
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
多
く
の
健
康
な
お
年
寄
り

が
、
働
く
職
場
を
き
が
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
に
適
す
る
仕
事
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
臨
時
、
パ
ー
ト
に
か
か
わ

ら
ず
お
気
軽
る
に
お
申
し
つ
け
く
だ

さ
い
。

事
業
所
、

商
庖
な
ど
だ
け
で
な
く

家
庭
の
草
取
り
な
ど
も
結
構
で
す
。

仕
事
の
内
容

軽
作
業
、
雑
役
(
草
取
り
、
掃
除
、

洗
濯
、
付
添
い
、
子
守
り
な
ど
)

一
般
事
務
、
留
守
番
、
倉
庫
番
、

宿
直
、
夜
警
、
集
金
人
、
自
動
車

運
転
、
駐
車
場
管
理

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所

(福
祉

セ
ン
タ
ー
内、

宮
@
1
3
5
1
)

ご
協
力
く
だ
さ
い

死
後
の

腎
臓
提
供
者
登
録

腎
臓
病
串
主
旬
は
数
日
万
人
に
の
ぼ

り
、
そ
れ
に
よ
る
死
亡
者
は
、

1
年

間
に
1
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

近
年
、
人
工
腎
臓
の
開
発
に
よ
り
、

相
当
期
間
、
串
主
告
の
生
命
を
維
持
す

る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
て
き
ま
し
た

が
、
根
本
的
に
治
療
で
き
る
の
は
腎

臓
移
植
の
方
法
で
す
。

長
崎
県
で
も
昭
和

ω年
2
月
幻
日

側
長
崎
県
腎
不
全
対
策
基
金
を
設
立

し
、
登
録
の
推
進
を
図
っ
て
お
り
、

ω年
ロ
月
末
現
在
で
1
3
2
3
人
が

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

死
体
腎
移
植
4
件
が
実
施

，さ
れ
ま
し
た
。

腎
臓
病
患
者
の
人
た
ち
の
た
め
に

皆
き
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、

登
録
者
カ

l
ド
は
、
生
活

環
境
課
に
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
活
環
境
と

健
康
つ
く
り
を
考
え
る

ゼ
ロ

j
-父
通
事
故
O
を
願
う
受
通
指
導
員
{
J

皆
さ
ん
、
交
通
指
導
員
制
度
を

ご
存
知
で
す
か
。

児
童
や

一
般
通
行
人
を
交
通
事

故
か
ら
守
り
、
交
通
道
徳
の
高
揚

を
願
っ
て
、
昭
和
弘
年
に
発
足
し

た
も
の
で
す
。

現
在
、
お
人
の
人
が
市
長
か
ら

委
嘱
を
受
け
活
躍
し
て
い
ま
す
。

定
例
の
指
導
日
は
、
毎
月
0
の

つ
く
日
と
、
交
通
安
全
運
動
の
期

間
中
で
す
が
、
こ
の
外
、
お
お
む

ら
祭
や
夏
越
ま
つ
り
な
ど
、
い
ろ

ん
な
行
事
の

た
び
に
、
交

通
指
導
に
あ

た
り
、
そ
の

日
数
は
、
年

間
1
0
0
日

余
り
に
も
及

び

中

に

は

η
年
間
と
い

う
長
い
間
、

交
通
指
導
員

を
続
け
て
い

る
人
も
お
り

僅
か
な
報
酬

で
、
雨
の
日

や
雪
の
日
な

ど
も
、
朝
早

く
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で、

交
通
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
指
導
員
き
ん
は
、

戸
母
日
、

何
よ
り
も
嬉
し
い
の
は
、
子
供
た

ち
の
元
気
な
あ
い
さ
つ
や
、
皆
さ

ん
の
励
ま
し
で
す
ね
。
残
念
な
の

は
信
号
を
無
視
す
る
人
が
い
る
と

き
で
す
。
子
は
親
を
見
て
育
つ
と

い
い
ま
す
。
ま
ず
、
大
人
が
手
本

を
示
し
て
欲
し
い
で
す
ね」

と
話

し
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 ⑥ 

5月は赤十字運動月間)※あなたの善意を赤十字へ (みんなもれなく赤十字社員に参加を 、

今日も、登校する子供たちを指導=西小前で=
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主
一一

難病患者・重度障害者介護者の皆さん

ぷ会主
5月30日閣まで|こお申し出ください

申請先:福祉課福祉係 (申請書を用意しています〉

4月 1日現在、市内に引続いて l年以上住んでいる人 (住民基本台帳に記載されている

人、外国人登録原票に登録されている人)で、長崎県特定疾患治療研究事業実施要綱ま

も らえる人 たは、長崎県小児慢性特定疾患治療研究事業実施要綱の対象として、指定した疾患にか

かり、 特定疾患医療受給者証または 、小児慢性特定疾患医療受診券により、現在、 医療

機関で治療を受けている人、またはその保護者

O特定疾患医療受給者証または 、小児慢性特定疾患医療受診券
必 要 な もの

O住民票抄本 O 印鑑

4月 1日現在、市内に引続いて l年以上住んでいる人 (住民基本台帳に記載されている

人、外国人登録原票に登録されている人)で、その家庭に在宅 (同居)する 4歳以上の

O身体障害の程度等級の l、 2級に該当する重度の身体障害者(児)
もらえる 人

(聴覚及び内臓機能障害者は除きます)

O児童相談所または、精神薄弱者更生相談所の判定に よる重度の精神薄弱者 (，巴)

の食事、 入浴、 排便、衣服の着替えなど日常生活について介護して いる人

O身体障害者手帳または、療育子帳
必要なもの

O住民票謄本 o EDl'監

春

季

慰

霊

祭

長
崎
県
殉
国
慰
霊
奉
賛
会
大
村
市

支
部
主
催
の
慰
霊
祭
で
す
。

遺
族
並
び
に
市
民
多
数
の
参
列
争

お
願
い
し
ま
す
。

日
時

5
月
初
日

ω、
午
前
日
時
却

分
j
正
午

場
所

県
忠
霊
塔
(
三
城
町
)

※
遺
族
章
は
、
各
地
区
遺
族
世
話
人

を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
が
、
届
か

な
い
人
は
、
福
祉
課
、
各
出
張
所

ま
た
は
、
遺
族
会
事
務
局
で
お
受

け
と
り
く
だ
さ
い

( 5 月 1 7 日、午後 1 時~ 3 時 、 福祉セ ンタ - )

赤
十
字

三

つ

の

講

習

会

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
皆
き
ん
の

健
康
で
安
全
な
生
活
に
役
立
て
て
い

た
だ
く
た
め
、
救
急
法
、
水
上
安
全

法
、
家
庭
看
護
法
の
三
つ
の
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

対
象
は
地
域
、
消
防
団
、

婦
人
会
、

事
業
所
な
ど
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の

受
講
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

講
習
会
の
受
講
を
希
望
さ
れ
る
団

体

(個
人
)
は
、
福
祉
課
社
会
係

へ

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
あ
、
講
習
人
員
は
1
団
体
加
入

i
m人
が
適
当
で
す
。

※耳とことばの相談日

鍵
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o 
スポーツなどの

相談は匂官昌司aヨヘ
でとがいポどや
はいわけ つ
あうか ど ツ 」 てス
リ悩 ら 、大「みポ
ま み な運会公た|
せを い 営 を 民 い ツ
ん お 」 のや館 ん を
か持 な仕 1) でだ何
。ちど方たスけか

そ
ん
な
時
は
体
育
指
導
員
へ
ご
相
談

談
く
だ
さ
い
。
体
育
指
導
委
員
は
次

の
よ
う
な
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

。
ス
ポ
ー
ツ
実
技
の
指
導

。
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
た
め
の
組
織
の

育
成

。
地
域
、

公
民
館
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体

そ
の
他
の
行
な
う
ス
ポ
ー
ツ
行
事

へ
の
協
力

。
ス
ポ
ー
ツ
に
対
し
て
の
理
解
を
深

め
る

。
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
の
指
導
助

一一一一口

。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
指
導

第
什
回
大
村
さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
大
会

成

<1::主

l貝

4
月
却
日
、
萱
瀬
小
学
校
を
基
点

と
し
た
鬼
橋
、
今
富
方
面
の
コ

ー
ス

で
行
わ
れ
、

5
0
9
人
が
参
加
、
健

脚
を
競
い
ま
し
た
。

成
績
は
、
次
の
通
り
で
す
。

(1

位
の
み
、
敬
称
略
)

小
学
1
年
生

男
子
山
添
大
樹

(竹
松
小
)

女
子
大
津
智
子

(竹
松
小
)

小
学

2
年
生

男
子

森

哲

章

(竹
松
小
)

女
子
西
田
恭
子

(中
央
小
)

小
学
3
年
生

男
子

宮
崎
大
輔

(旭
が
丘
小
)

女
子
南
原
愛
子

(福
重
小
)

小
学

4
年
生

男
子

浦
田
幸
一
(
旭
が
丘
小
)

女

子

川

崎
恵
枝
(
富
の
原
小
)

体育指導委員名

氏 名 住 所 電話

フ沖慨ミニ 忠義 日泊町 ⑪0313 

一瀬 一春 岩松町 @2048 

中島 泰二 木場 2丁目 @2738 

奥村善次郎 木場 1丁目 ⑪2685 

白浜千寿子 赤佐古町 @4758 

渡海 昌俊 久原 1丁目 @2548 

橋 口 研一 赤佐古町 @0629 

飛口 !黄 杭出津 2丁目 @1497 

田中 平 古町 1丁目 @4311 

塚崎正紀 諏訪 3丁目 @3246 

森上吉郎 諏訪 2丁目 @4640 

JII村 勝信 古賀島町 @6275 

吉田 州男 協和町 @1l20 
田添 利弘 荒瀬郷 @3649 

牛嶋知孝 鬼橋町 @7751 

西国 邦博 鬼僑町 @7257 

前回征一郎 鬼橋町 @8330 

林 孝充 沖田郷 @0543 

仙波ミ ツ子 ー ノ郷 @7475 

福嶋健吉 ー ノ郷 @7309 

小
学
5
年
生

男
子
赤
城
圭
介

(西
大
村
小
)

女

子

村

田
真
寿

美
(西
大
村
小
)

小
学
6
年
生

男

子

岩

下

悟

(放
虎
原
小
)

女
子
岩
元
貴
子

(放
虎
原
小
)

中
学
生
以
上
女
子

平
き
と
み

(
郡
中
3
年
)

中
学
生
男
子

高
島
賢
哉

(玖
晶

中
3
年
)

健
康
マ
ラ
ソ
ン

近
河
耕
三

(竹
松
部
隊
)

一
般
男
子

橋
本
勝

治

(
九
州
電
通
)

婦

人

軟

式

庭

球

初

山

者

教

室

期
間

5
月
日
日
j
7
月
口
目
、

毎

週
木
曜
日
、
午
前
叩
時

i
正
午

場
所

市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定
員

初
人

参
加
費

無
料

指
導
者

森
上
吉
郎

(
日
本
体
育
協

会
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
・
日
本
軟
式

庭
球
連
盟
準
指
導
員
)

申
込
方
法

5
月
刊
日
出
ま
で
に
傷

害
保
険
加
入
金
4
2
0
円
を
添
え

て、

直
接
、
教
育
委
員
会
体
育
課

へ
お
い

で
く
だ
さ

い
。

大fllEまつり
チャリティー夕、ンズノポーティー

日時 5月24日(土)、午後 7時

場 所 コミュニテ ィセン ター

演 奏 ノぞール ・ハワイア ンズ

入場料 無料

問い合わせ ノfール ・ハワ イアンズ

(宮@2038、森川) 二小学校低学年のスター卜二

( 5月13日、陸上競技場)※第 5田中央高庖会大運動会
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号車'l.o@ 決OO@号さも決曾
日時 5月11日(白〉、午前8時30分より

※雨天の場合は中L仁します。

場所 市営陸上競技場

参加対象 子ども会員および育成会員

申し込み・問い合わせ

大村市子ども会育成連合会事務胃

(市コミュニティセンター内¥宮⑪3161) 

抽せん会 5月6巳 (火)午後ア時

@
印
を
自
分
の
手
で
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
「
て
ん
刻
入
門
」

期
間

5
月
幻
日

1
7
月
目
日、

毎

週
木
曜
日
、
午
前
日
時
1
正
午

対
象
・
定
員

成
人
、
加
入

受
講
料

無
料
、

た
だ
し
材
料
代
と

し
て

5
0
0
0
円
程
必
要
で
す
。

講
師

馬
場
直
記
先
生

。
申
込
み
方
法

往
復
ハ
カ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
件

別
、
年
令
、
電
話
、
希
望
す
る
講
座

を
一
つ
書
い
て
、

5
月
日
日
同
ま
で

に
必
着
す
る
よ
、
つ
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
(
返
信
ハ
ガ
キ
に
は
何
も
書
か
な

い
こ
と
)
電
話
で
は
受
け
付
け
ま
せ

ん
。
申
し
込
み
多
数
の
時
は
抽
せ
ん

と
し
ま
す
c

複
数
の
希
望
者
は
、
希

望
順
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

昭和61年度

九州膏隼の船団員募集

抽
せ
ん
日

5
月
日
日
幽
午
前
日
時

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

(干

鰯
幸
町
お
l
お
)

0
0
0
0
 

婦
人
硬
式
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

練
習
日

毎
週
月

・
水

・
金
曜
日、

午
前
叩
時
j
午
後
1
時

場
所

市
営
テ
ニ

ス
コ
ー
ト

会
費

6
か
月

3
0
0
0
円

申
込
方
法

練
習
日
に
市
営
テ
ニ

ス

コ
ー
ト

へ
-

問
い
合
わ
せ

大
村
レ
デ
ィ
ー
ス
テ

ニ
ス
ク
ラ
ブ

(
宮
@

3
8
4
0
合

田
)

中華人民共和国 (土沼¥蘇州、天津¥

北京〉

期間 8月31白 (巳)~ 9月13己(土〉

参加資格
- 昭和33年4月 2 日~41年4月刊巴生まれの人

・県内に?年以上居住し¥引き続き層住する人

・将来、青少年団体などで活発な活動ガ期待で

きる人

-協調性に冨み¥J白雪共に強健な人

経費負担 参加費73，000円に加えて¥団服など

の個人負担

応募期限 5月21日(水〉

申し込み・問い合わせ

教青委員会社会教育課

訪問地

盆園田司W~~匂号W~決a

大村会場の参加者を募集

一一春の大村を歩こう

第3回

5月10日 (土)

※サンパイザ一、ボールペ

ン、下敷など、多数の賞

品の外、 完歩証をお渡 し

します。

申し込期限

問い合わせ

大村会場事務局 (コミセ

ン 内 、 合~31 6 1 )

午前10時

4-6人で誰で も参加できます。

期日 5月18日 (日)

受付 午前 9時より スタート

集合場所 市コミ ュニティセ ンター

コース
①なつかし の長崎街道コース (5 km) 

②わいわし、仲よ しコース (3 km) 

チーム編成

lチーム

参加料

大人 200円、小 ・中学生 100円、 幼児 無料

家族や友だ、ち同志でグループを組み¥野外を地図(コース図〉にしだガって

進み¥途中で課題を解きなガら歩くゲ ムで¥誰でも簡単に参加できます。

※県営住宅空家補充の募集を行います (問い合わせ ・県住宅公社大村事務所、 宮(6825)



(10) 勺むお

i 
(橋本麻衣子ちゃん・杭出津2丁目〉

お二昭和 61年 5月1日 二二二二 二二二:二二二二二二二二二 市政だより

電
話
加
入
権
を
公
売

市
税
滞
納
に
よ
リ
差
押
え
た
電
話

加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時

5
月
9
日
幽
午
後
1
時
初
分

場
所

市
役
所
第
2
会
議
室

公
売
方
法

一
般
競
争
入
札

代
金
納
付
期
限
即
納

持
参
す
る
も
の

印
鑑
、
代
理
人
の

場
合
は
委
任
状

公
売
台
数

6
台
(
予
定
)

問
い
合
わ
せ
税
務
課
収
納
係

※
電
話
局
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ
な

い
場
合
は
、
売
却
決
定
を
取
り
消

し
ま
す
。
な
お
、

八ム
売
開
始
前
ま

で
に
完
納
さ
れ
た
も
の
に
つ
い

て

は
、
八
ム
売
を
中
止
し
ま
す
。

市
奨
学
生
(
高
校
〉
を

募
集
中
で
す

資
格
O
市
民
ま
た
は
そ
の
子
ど
も
で

高
校
、
国
立
高
等
専
門
学
校
に
在

学
中
の
人

O
学
業
成
績
が
良
好
で
心
身
と
も
健

康
な
人

O
経
済
的
理
由
で
学
費
の
支
弁
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
人

O
日
本
育
英
会
、

長
崎
県
育
英
会
そ

の
他
そ
れ
ら
に
類
す
る
団
体
か
ら

奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
い
な
い

人
貸
与
月
額

7
0
0
0
円

応
募
期
限

5
月
白
日
出

申
込
方
法

出
願
書
類
は
市
教
育
委

員
会
庶
務
課
に
あ
り
ま
す
の
で
、

在
学
校
長
を
経
由
し
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

昭
和
引
年
工
業
統
計
調
査

ポ

ス

タ

ー

募

集

内
容

製
造
業
を
営
む
事
業
所
が
、

工
業
統
計
調
査
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、
協
力
が
得
ら
れ
る
も
の
で

図
案
に

「通
商
産
業
省
し
「
工
業

統
計
調
査
L

寸昭
和
白
年
ロ
月
訂

日
し
の
文
字
が
入
り
、
未
発
表
の

も
の
。

用
紙

縦
日
間
×
横
山
M
m
で
、
必
ず

縦
長
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

色

4
色
以
内
で
、
写
真
は
使
用
し

な
い

で
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

5
月
刊
日
出
1
6
月
初

口
U
同
月

応
募
・
問
い
合
わ
せ

県
企
画
部
情
報
統
計
課

(干
制
長

崎
市
江
戸
町
2
!
日、

宮
長
崎
⑫

1
1
1
1
)
 

※
作
品
の
裏
面
に
、
住
所
、
氏
名
、

職
業
(
学
校
名

・
学
年
)
を
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。

省軍E
昌喜

蜜一小

宮
(
大
卒
)

採

用

試

験

資
格

昭
和
お
年
刊
月
2
日
j
ぬ
年

4
月
1
日
生
ま
れ
で
、
4
年
制
大

学
を
卒
業
し
た
(
今
年
、
9
月
初

日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
を
含
む
)

男
子

試
験

ご

次
)

6
月
幻
日
目

採
用
予
定

日
年
刊
月

申
込
期
限

5
月
初
日
閃

問
い
合
わ
せ

大
村
警
察
署

(宮
@

3
1
2
6
)
、
派
出
所
、
駐
在
所

中
小
企
業
大
学
校

中
小
企
業
大
学
校
直
方
校

研

修

案

内

@
営
業
担
冨
管
理
者
の
だ
め
の
販
売

力
強
化
の
実
際

期
間

6
月
9
日
間
l
u
日
幽

対
象

製
造
業
、
卸
売
業
な
ど
の
営

業
担
当
管
理
者

定
員

初
人

受
講
料

2
万
5
0
0
0
円

申
込
期
限

5
月
日
日
幽

@
中
小
企
業
巳
お
け
る
パ
ソ
コ
ン
活

用
法
川

期
間

6
月
9
日
間
j

U
日
制

対
象

パ
ソ

コ
ン
の
導
入
を
考
え
て

い
る
中
小
企
業
の
管
理
者
な
ど

定
員

犯
人

受
講
料

2
万
5
0
0
0
円

申
込
期
限

5
月
凶
日
幽

@
中
小
企
業
に
お
け
る
人
材
育
成
の

す
す
金
刀

期
間

6
月
打
日
ω
1
日
日
附

対
象

中
小
企
業
の
経
営
者
、
後
継

者
お
よ
び
人
事
担
当
幹
部
社
員

定
員

初
人

受

講

料

1
万
8
0
0
0
円

申
込
期
限

5
月
M
日
出

@
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

中
小
企
業
大
学
校
直
方
校
(
干

m

直
方
市
、
水
満
寺
、

4
4
)
 

宮
直
方
⑧
1
1

大
村
史
話
続
編

第

巻

発

行

1 

昭
和
的
年
刊
行
の
大
村
史
話
に
続

き
、
そ
の
後
日
年
聞
の
大
村
史
談
会

研
究
成
果
を
ふ
ま
え
、
旧
大
村
藩
全

域
を
対
象
と
し
て
編
集
さ
れ
た
も
の

で
、
B
6
判
、
3
6
0
ペ
ー
ジ
の
大

き
き
で
す
。

価
格

2
0
0
0
円

(送
料
2
5
0

円
)

問
い
合
わ
せ

史
料
館
(
宮
@
1
9

7
9
)
、
図
書
館
(
宮
@
2
4
5

7
)
、
市
内
各
書
庖

一
一
一
内
側
議
り
が
と
う
と
窓
れ
い
悲
し
な

《香
典
返
し
》

福
祉
基
金
へ

マ
上
野
芳
久

(
木
場
1
丁
目
)
叩
万

円
マ
松
田
常
春

(
今
富
郷
)
4
万
円

マ
金
瀧
富
士
代
(
玖
島
郷
)
初
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

マ
吉
田
志
津
子
(
束
三
城
町
)
日
万

円
マ
河
野
祥
枝
(
幸
町
)
叩
万
円

マ
福
嶋
宏

(
玖
島
郷
)
叩
万
円

マ
堀
池
昇

(
竹
松
町
)
日
万
円

マ
執
行
勝

(
東
本
町
)
5
万
円

敬
称
略

敬
称
略

《
一
般
寄
付
》

福
祉
基
金
へ

マ
長
崎
県
ア
マ
チ
ュ
ア
歌
謡
協
会

1

お
万
7
0
0
0
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

マ
永
松
勇

(古
町
2
丁
目
)
金

一
封

マ
番
童
3
グ
ル
ー
プ

l
金
一
封

大
村
子
供
の
家
ヘ

マ
赤
水
清
春
(
本
町
)
1
万
円

サ
ン
ラ
イ
フ
へ

マ
藤
山
洋

一
郎

(西
大
村
本
町
)
図

書
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